
［成果情報名］トウフ粕を利用した肉牛肥育用フレーク形状飼料の製造

［要約］生トウフ粕を40％含む肉牛肥育用配合飼料（水分40％）を二軸式エクストルーダ

を用いて加熱、加圧し、排出部分で蒸気状に水分を放出させることで水分24％のフレーク

形状飼料が調製できる。また、フレーク形状であるため送風、通風することで水分が蒸散

し、低水分の長期保存可能な製品が得られる。
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［背景・ねらい］

トウフ粕を利用した流通可能な効率の良い肉牛用飼料を開発するため、二軸式エクスト

ルーダを用いて肉牛肥育用ＴＭＲのペレット成型加工を試みたが、加工時の加圧、摩砕に

より有効繊維長が確保できず採食量が低下し、水分も減少させることができず保存性が悪

く実用的な製品とはならなかった。そこで、稲ワラ等の繊維質飼料を除いてトウフ粕を利

用した流通可能な配合飼料の加工をしようとし、加圧、加熱時のエネルギーを水分の蒸散

に利用して保存性を向上させる製造方法を試みた。

［成果の内容・特徴］

１．二軸式エクストルーダのスクリューパターンの工夫、180度の加熱、投入量の調整と

ペレット成型時に用いる先端部のダイを除去し加熱、加圧した飼料を直接解放状態で

排出することにより、表１に示したＴＤＮ68％の配合飼料をフレーク形状に加工でき

る。しかし、ＴＤＮ72％の配合飼料では澱粉質が多く繊維質が低いため粘状となり、

フレーク形状が維持できない。

２．加熱、加圧されたものが排出口で急激に放出される時に多量の水蒸気が発散し、投入

時の40％の水分が成形排出時には24％となる。ただし、単位時間あたりの水分発散量

は一定であるため、投入量が増加すれば排出される製品の水分は上昇する（図１ 。）

３．排出時の製品温度は90度と高くそのまま放置しても水分は低下するが、フレーク形状

であるため排出直後より風に当てることで水分の蒸散を助長でき、図２のとおり２時

間の送風後の水分は約20％まで低下する。また、その製品を通風可能なコンテナに入

れ放置しておくと、多湿時以外では水分15％以下に低下する。

４．カビ発生の指標となる水分活性は、排出30分後の水分23％のものでは0.88と高くカビ

の発生が懸念されるが、放置をして15％の水分となったものでは水分活性は0.75と下

がり長期保存可能な状態となる（表２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．梅雨時等の多湿状態が続くと乾燥が進まずカビの発生が懸念されるため、排出後に早

期に水分を発散させる装置の工夫が必要となる。

２．フレーク形状にならないＴＤＮが72％の配合ではモミガラ等の繊維質飼料を加えて成

形特性を確保する必要がある。
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表１ 配合割合と成分量

TDN68 72・ は風乾物当たりの値

TDN68 TDN72

トウフ粕（生） 40 41

大豆皮 6 3

サフラワｰ粕 2 0

一般ふすま 3 4

圧ぺん大麦 21 35

圧ぺんﾄｳﾓﾛｺｼ 7 11

ビール粕（乾） 20 5

食塩 0.5 0.5

炭酸ｶﾙｼｳﾑ 0.5 0.5

水分 60.7 60.0

ＣＦＩ 7.8 5.4

NFE 35.0 40.6
図１ 原料の投入量とフレーク状飼料の排

出時の水分含量
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図２ 送風の有無による排出後のフレーク状飼料の水分含量

（排出後経過時間）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

0 15 30 60 120 分

水
分

含
量

（％
）

放置

送風

表２ フレーク状飼料の水分含量と水分活性

排出30分後 放置乾燥後

水分含量（％） 22.58 15.47

水分活性（Aw） 0.878 0.762


